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京
都
総
評
は
、
９
月
６
日
に
ラ
ボ
ー
ル
京
都
で
第

　

京
都
総
評
は
、
９
月
６
日
に
ラ
ボ
ー
ル
京
都
で
第
9898
回
定
期
大
会
を
開
催
し
、
代

回
定
期
大
会
を
開
催
し
、
代

議
員
、
特
別
代
議
員
、
役
員
な
ど
約
１
５
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

議
員
、
特
別
代
議
員
、
役
員
な
ど
約
１
５
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
、
５
人
の
来
賓
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
あ
い
さ
つ
を
受
け
ま
し

　

大
会
に
は
、
５
人
の
来
賓
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
あ
い
さ
つ
を
受
け
ま
し

た
。
ま
た
、
京
都
弁
護
士
会
長
、
京
都
府
商
工
労
働
観
光
部
長
、
京
都
市
長
、
京
都

た
。
ま
た
、
京
都
弁
護
士
会
長
、
京
都
府
商
工
労
働
観
光
部
長
、
京
都
市
長
、
京
都

弁
護
士
会
長
な
ど
、
多
数
の
祝
電
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

弁
護
士
会
長
な
ど
、
多
数
の
祝
電
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

大
会
は
、
２
０
２
５
年
度
運
動
方
針
案
な
ど
す
べ
て
の
議
案
を
満
場
一
致
で
採
択

　

大
会
は
、
２
０
２
５
年
度
運
動
方
針
案
な
ど
す
べ
て
の
議
案
を
満
場
一
致
で
採
択

し
、新
役
員
を
選
出
し
ま
し
た
。ま
た
、大
会
宣
言
を
満
場
の
拍
手
で
確
認
し
ま
し
た
。

し
、新
役
員
を
選
出
し
ま
し
た
。ま
た
、大
会
宣
言
を
満
場
の
拍
手
で
確
認
し
ま
し
た
。

大
幅
賃
上
げ

大
幅
賃
上
げ
をを
勝
ち
取
ろ
う
！

勝
ち
取
ろ
う
！

最
低
賃
金
を
直
ち
に

全
国
一
律
１
５
０
０
円
に
！

団
結
が

団
結
が

深
ま
っ
た
一
年

深
ま
っ
た
一
年

つくろうジェンダー平等社会！つくろうジェンダー平等社会！

　

大
会
は
、
梶
川
議
長
の
あ

い
さ
つ
の
後
、
全
労
連
・
九

後
副
議
長
、
全
労
協
・
渡
邉

議
長
、
日
本
共
産
党
・
堀
川

衆
議
院
議
員
、
新
社
会
党
・

駒
井
委
員
長
、
自
由
法
曹
団

・
福
山
弁
護
士
か
ら
激
励
の

交
渉
力
を
高
め
て
た
た
か
う

と
い
う
『
要
求
実
現
の
求
心

力
で
仲
間
を
増
や
す
』
運
動

の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
を
め

ざ
し
て
き
た
。
そ
し
て
、

『
対
話
と
学
び
合
い
』
の
実

践
に
よ
り
、
私
た
ち
の
団
結

は
一
層
深
ま
っ
た
の
で
は
な

い
か
。
引
き
続
き
職
場
か
ら

の
要
求
運
動
と
社
会
的
な
賃

金
闘
争
を
結
合
さ
せ
、
京
都

総
評
の
仲
間
の
力
を
集
め
、

官
民
相
互
支
援
・
激
励
で
の

賃
上
げ
の
た
た
か
い
を
す
す

め
て
す
べ
て
の
労
働
者
の
大

幅
賃
上
げ
を
勝
ち
取
ろ
う
」

と
訴
え
ま
し
た
。
ま
た
「
単

産
と
地
域
の
情
報
を
結
び
、

相
互
交
流
・
相
互
研
鑽
を
す

す
め
、『
多
様
な
経
験
か
ら

学
び
、
新
た
な
課
題
に
挑
戦

す
る
』
と
い
う
運
動
の
プ
ラ

ス
循
環
を
め
ざ
し
、
全
て
の

組
織
が
職
場
・
地
域
か
ら
の

ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
で
活
動
を
強

強
調
さ
れ
ま
し
た
。

2525
秋
闘
か
ら

秋
闘
か
ら
2626
春
闘
へ

春
闘
へ

運
動
を
大
き
く

運
動
を
大
き
く

　

25
年
秋
季
年
末
闘
争
で

は
、
①
全
て
の
労
働
者
・
国

民
の
賃
金
・
所
得
の
大
幅
引

上
げ
︱
公
務
員
賃
金
引
上
げ

へ
官
民
総
が
か
り
行
動
・
年

末
一
時
金
闘
争
か
ら
26
春
闘

へ
の
準
備
、
②
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
年
金
の
実
現
、
③
対

話
と
学
び
合
い
で
組
織
強
化

・
組
合
加
入
促
進
、
④
労
働

条
件
要
求
の
前
進
と
働
く
ル

ー
ル
の
確
立
、
⑤
公
共
の
拡

充
と
社
会
保
障
制
度
の
改

善
、
⑥
大
軍
拡
許
さ
ず
、
憲

法
九
条
の
い
き
る
社
会
の
実

現
、
の
６
点
を
た
た
か
い
の

柱
と
し
て
取
り
組
む
こ
と
を

提
起
し
ま
し
た
。

　

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
に
向
け

た
取
り
組
み
は
、
ジ
ェ
ン
ダ

ー
視
点
か
ら
実
態
把
握
の
た

め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
取
り
組

み
、
職
場
要
求
運
動
の
推
進

を
は
か
り
ま
す
。
そ
し
て
、

実
態
調
査
を
も
と
に
、自
治

体
へ
の
要
請
、社
会
課
題
の

是
正
に
向
け
た
共
同
の
取
り

組
み
を
す
す
め
る
こ
と
を
提

起
し
て
い
ま
す
。

　

来
春
の
京
都
府
知
事
選
挙

あ
い
さ
つ
を
受
け
ま
し
た
。

　

運
動
方
針
案
の
提
案
を
行

っ
た
柳
生
事
務
局
長
は
、

「
こ
の
一
年
、
組
合
員
が
抱

え
る
困
難
・
問
題
意
識
か
ら

出
発
し
、
ど
う
勝
ち
取
る
か

を
当
事
者
で
あ
る
組
合
員
と

と
も
に
練
り
上
げ
、
仲
間
を

増
や
し
て
、
団
体
交
渉
や
ス

ト
ラ
イ
キ
な
ど
労
働
組
合
の

　

労
働
運
動
の
力
（
ユ
ニ
オ
ン
パ

ワ
ー
）
が
い
ま
ほ
ど
社
会
か
ら
要

請
さ
れ
て
い
る
と
き
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

分
断
と
自
己
責
任
の
道
か
、
連

帯
と
団
結
の
道
か
、
岐
路
に
立
っ

た
思
い
で
す
。
海
外
か
ら
の
労
働

者
は
、
今
や
一
緒
に
職
場
や
地
域

で
働
く
仲
間
で
す
。

　

私
た
ち
は
、「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平

等
宣
言
」
を
掲
げ
ま
し
た
。
そ
れ

は
、
復
古
主
義
と
新
自
由
主
義
の

矛
盾
が
女
性
や
非
正
規
労
働
者
に

集
中
し
、
社
会
全
体
が
差
別
や
分

断
で
押
さ
え
こ
ま
れ
て
き
た
こ
と

の
重
大
さ
の
気
づ
き
で
し
た
。
一

人
ひ
と
り
の
人
格
と
要
求
を
大
切

に
し
、
連
帯
し
て
立
ち
上
が
る
労

働
組
合
を
、
一
人
で
も
多
く
の
仲

間
と
一
緒
に
つ
く
り
た
い
、
力
を

寄
せ
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

25
春
闘
か
ら
公
務
員
賃
金
、
最

賃
を
た
た
か
っ
て
大
事
な
経
験
を

し
ま
し
た
。

　

一
つ
は
、
団
交
や
ス
ト
を
み
ん

な
で
た
た
か
い
、
要
求
す
る
主
人

公
を
た
く
さ
ん
作
り
だ
し
、
自
ら

の
言
葉
で
立
ち
上
が
っ
た
こ
と
。

二
つ
に
、
労
働
組
合
ら
し
く
、
み

ん
な
で
駆
け
つ
け
連
帯
支
援
を
大

事
に
し
た
こ
と
。
三
つ
に
、
我
々

の
要
求
を
社
会
的
・
市
民
的
に
共

有
し
た
こ
と
で
す
。
要
求
を
掲
げ

て
み
ん
な
で
前
進
す
る
労
働
組
合

の
社
会
的
存
在
感
を
高
め
よ
う
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

１
万
筆
を
こ
え
る
最
賃
署
名
と

労
働
者
・
弁
護
士
会
・
学
生
と
多

彩
な
意
見
表
明
を
通
じ
て
最
賃
審

議
を
動
か
し
、
目
安
63
円
を
１
円

超
え
る
64
円
の
改
善
で
１
１
２
２

円
。
た
っ
た
１
円
だ
が
、「
目
安
通

り
」
の
歴
史
的
拘
束
を
突
破
し
た

こ
と
は
重
要
で
す
。
中
小
支
援
で

は
「
一
者
た
り
と
も
、
と
り
こ
ぼ

さ
な
い
」
直
接
支
援
を
政
府
に
求

京都総評議長

梶川 憲

仲
間
を
増
や
し
て
要
求
実
現

�

労
働
組
合
で
人
間
的
連
帯
と
団
結
を

め
た
答
申
は
、公
労
使
総
意
で
す
。

　

戦
後
の
労
働
運
動
は
、
戦
争
へ

の
痛
苦
の
反
省
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
私
た
ち
労
働
組
合
が
、

憲
法
前
文
ど
お
り
、
国
境
を
越
え

た
労
働
者
同
士
の
連
帯
で
、
世
界

の
平
和
を
保
持
す
る
決
意
を
し
ま

し
ょ
う
。

　

来
春
は
春
闘
と
知
事
選
挙
の
両

方
を
闘
い
ま
す
。
北
陸
新
幹
線
計

画
や
原
発
で
も
軍
拡
で
も
、
賃
上

げ
支
援
で
も
、
全
国
各
県
を
見
れ

ば
、
国
と
は
違
う
道
を
地
方
で
開

く
こ
と
が
で
き
る
。「
国
ど
お

り
」
ば
か
り
の
府
政
を
変
え
る
た

た
か
い
を
す
す
め
ま
し
ょ
う
。

　

い
ま
こ
そ
、
仲
間
を
増
や
し
て

要
求
実
現
、「
労
働
組
合
で
人
間

的
連
帯
と
団
結
を
」
と
呼
び
か

け
、
ご
挨
拶
と
し
ま
す
。

議長あいさつ議長あいさつ（要旨）

化
し
労
働
組
合
の
更
な
る
バ

ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
を
図
ろ

う
。
労
働
組
合
が
職
場
と
社

会
を
変
え
る
希
望
と
な
る
よ

う
、
と
も
に
前
進
し
よ
う
」

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

全
国
一
律
最
低
賃
金
の

全
国
一
律
最
低
賃
金
の

必
要
性
が
浮
き
彫
り
に

必
要
性
が
浮
き
彫
り
に

　

最
低
賃
金
の
改
定
に
関
し

て
、
今
年
の
最
低
賃
金
改
定

は
、
全
体
の
82
％
に
あ
た
る

39
道
府
県
で
目
安
答
申
を
上

回
る
答
申
が
出
さ
れ
、
目
安

答
申
の
存
在
意
義
は
失
わ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
全
国

一
律
最
低
賃
金
制
度
へ
の
法

改
正
の
必
要
性
が
浮
き
彫
り

に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
中
賃
目
安
答
申

で
、「
発
効
日
は
各
地
方
最

低
賃
金
審
議
会
の
公
労
使
の

委
員
間
で
議
論
し
て
決
定
で

き
る
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

踏
ま
え
、
引
上
げ
額
と
と
も

全労連
（全国労働組合総連合）

副議長
九後 健治

日本共産党
衆議院議員

堀川 あき子

全労協
（全国労働組合連絡協議会）

議長
渡邉 洋

自由法曹団
京都支部

幹事長・弁護士
福山 和人

新社会党
京都府本部
委員長

駒井 高之

来賓あいさつ 次の方々から大会に来賓ご挨拶をいただきました。
ありがとうございました。

に
向
け
て
は
、
京
都
府
政
に

向
け
た
要
求
運
動
を
強
め
て

い
く
こ
と
を
呼
び
か
け
て
い

ま
す
。

　

大
会
で
採
択
し
た
２
０
２

５
年
度
運
動
方
針
、
25
秋
季

年
末
闘
争
方
針
に
基
づ
い

て
、
単
産
・
地
域
で
具
体
化

し
、
運
動
を
す
す
め
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

労
働
組
合
が
職
場
と

労
働
組
合
が
職
場
と

社
会
を
変
え
る
希
望
に

社
会
を
変
え
る
希
望
に

れ
る
答
申
が
多

発
し
て
い
ま

す
。
岡
山
・
岩

手
な
ど
で
は
12

月
発
効
、
秋
田

・
群
馬
で
は
来

年
３
月
発
効
と

い
う
答
申
が
出

さ
れ
て
お
り
、

労
働
者
の
生
存

権
保
障
の
観
点

か
ら
も
大
問
題

と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

改
め
て
、
最

低
賃
金
時
間
額

１
９
０
０
円
以

上
を
め
ざ
し
、

た
だ
ち
に
１
５

０
０
円
の
実
現

と
全
国
一
律
制

最
低
賃
金
制
度

を
求
め
る
運
動

が
大
事
に
な
っ

て
い
る
こ
と
が

に
発
効
日
に
つ
い

て
も
十
分
に
議
論

を
行
う
よ
う
要
望

す
る
」
と
さ
れ
た

こ
と
で
、
京
都
も

含
め
発
効
日
が
遅

主な日程主な日程
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員
の
減
少
に
加
え
て
新
規
加

入
も
な
い
状
況
で
は
存
在
感

が
な
く
な
り
組
織
率
も
下
が

り
加
入
の
ハ
ー
ド
ル
が
高
く

な
る
。

　

５
月
の
メ
ー
デ
ー
で
は
、

構
成
員
の
結
集
の
場
と
し
て

地
域
商
店
街
と
タ
イ
ア
ッ
プ

し
て
取
り
組
ん
だ
。
地
労
協

議
長
人
事
の
課
題
も
含
め
、組

織
強
化
、活
性
化
し
て
い
く
。

「
戦
争
N
O
」の
ア
ピ
ー
ル

行
動
を
継
続

大島 辰哉
代議員

綾部地労協

　

人
類
史
の
岐
路
に
立
た
さ

れ
て
い
る
。
二
度
の
世
界
大

戦
の
惨
禍
を
経
て
、「
二
度

と
戦
争
を
繰
り
返
さ
な
い
」

と
い
う
誓
い
の
も
と
国
連
を

中
心
と
し
た
平
和
秩
序
を
築

い
た
。
そ
の
秩
序
を
揺
ら
が

せ
る
米
、
露
、
中
の
覇
権
主

義
。
日
本
は
軍
事
路
線
へ
と

傾
く
。
自
衛
隊
基
地
強
化
、

弾
薬
庫
建
設
、
ミ
サ
イ
ル
配

備
。
綾
部
で
は
ス
タ
ン
デ
ィ

ン
グ
、
戦
争
展
等
「
戦
争

N
O
」
ア
ピ
ー
ル
行
動
を
続

け
て
い
る
。

大
軍
拡・大
増
税
を
許
さ
な
い
！

憲
法
９
条
改
悪
ス
ト
ッ
プ
！

在
が
問
わ
れ
て
い
る
。

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
は

白
タ
ク

庭和田 裕之
代議員

自交総連

　

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
は
白
タ

ク
。
富
士
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
で

観
光
バ
ス
と
事
故
が
あ
り
、

調
べ
た
ら
白
タ
ク
だ
っ
た
。

タ
ク
シ
ー
は
１
１
３
年
の
歴

史
が
あ
り
、
利
用
者
や
働
く

労
働
者
の
命
と
健
康
を
守
る

た
め
に
規
制
が
さ
れ
て
き
た

が
、
ど
ん
ど
ん
規
制
緩
和
さ

れ
て
命
が
失
わ
れ
て
い
く
。

　

一
つ
の
仕
事
で
８
時
間
働

き
普
通
に
暮
ら
せ
る
社
会
に

す
る
必
要
が
あ
る
。

　

労
働
組
合
は
政
治
に
無
関

心
で
い
て
も
、
無
関
係
で
は

な
い
。

メ
ー
デ
ー
で

平
和
宣
言
採
択

木村 裕
代議員

舞鶴地労協

　

原
発
ゼ
ロ
に
向
け
た
取
り

組
み
。
原
発
ゼ
ロ
北
部
ア
ク

シ
ョ
ン
を
開
催
し
２
０
０
人

が
参
加
。
労
働
組
合
、
市
民

団
体
等
で
つ
く
る
原
発
ゼ
ロ

舞
鶴
の
会
で
学
習
会
を
開

催
。
市
長
に
対
し
て
申
入

れ
。

　

安
保
三
文
書
が
具
体
化
さ

れ
３
年
。
舞
鶴
が
攻
撃
基
地

化
さ
れ
、
京
都
府
全
体
が
戦

争
体
制
に
。
メ
ー
デ
ー
で
平

和
宣
言
を
採
択
、
決
意
を
固

め
た
。

市
に
も
連
絡
無
い
ま
ま

日
米
合
同
演
習
実
施藤原 利昭

代議員

丹労連

　

７
月
に
日
米
合
同
訓
練
が

経
ヶ
岬
で
実
施
さ
れ
た
が
、

近
畿
中
部
防
衛
局
や
京
丹
後

市
に
連
絡
を
し
な
い
ま
ま
実

施
さ
れ
た
。
市
に
対
し
緊
急

の
申
入
れ
を
行
っ
た
が
、
防

衛
局
と
中
山
市
長
は
引
継
ぎ

や
連
絡
上
の
単
純
な
ヒ
ュ
ー

マ
ン
エ
ラ
ー
で
あ
る
と
認

識
。
基
地
対
策
室
長
か
ら
は

意
見
交
換
の
場
を
持
つ
よ
う

　

議
案
の
審
議
・
討
論
で
は
、
27
人
が
発
言
し
ま
し
た
。

　

25
春
闘
で
粘
り
強
く
交
渉
を
重
ね
て
要
求
実
現
し
た
経
験
、
非
正
規
の
仲
間

の
要
求
実
現
に
力
を
尽
く
し
た
経
験
、
組
織
を
変
え
る
大
き
な
一
歩
と
な
っ
た

こ
と
を
確
信
し
た
ス
ト
ラ
イ
キ
の
経
験
、
地
域
で
の
平
和
の
取
り
組
み
の
報

告
、
組
織
拡
大
に
全
力
を
挙
げ
る
決
意
な
ど
豊
か
な
活
動
の
経
験
と
今
後
に
向

け
た
決
意
が
あ
ふ
れ
た
討
論
と
な
り
ま
し
た
。

　

お
昼
休
み
に
は
、
争
議
団
・
争
議
組
合
・
争
議
当
事
者
が
一
堂
に
登
壇
し
、

た
た
か
い
の
経
過
と
支
援
を
訴
え
、
大
き
な
拍
手
で
激
励
し
ま
し
た
。

の
労
働
者
側
代
表
と
総
評
が

懇
談
を
し
、
公
契
約
委
員
会

で
賃
金
下
限
条
項
を
入
れ
て

欲
し
い
と
発
言
さ
れ
た
。
ナ

シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
を
超
え

て
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

　

外
国
人
労
働
者
の
問
題

で
、
日
本
の
労
働
組
合
は
外

国
人
労
働
者
へ
の
取
り
組
み

が
弱
く
、
総
評
と
し
て
も
心

が
け
て
欲
し
い
。

民
営
化
か
ら
18
年

郵
政
職
場
の
現
状

上田 秀世
代議員

郵政ユニオン

　

民
営
化
か
ら
18
年
が
経

過
、
６
万
人
の
労
働
者
が
職

場
を
去
り
、
郵
便
局
も
減
少

し
金
融
サ
ー
ビ
ス
の
利
便
性

に
支
障
を
生
じ
て
い
る
。
社

会
的
に
影
響
力
が
あ
り
、
利

用
者
か
ら
信
頼
さ
れ
る
よ
う

労
働
組
合
と
し
て
も
自
覚
し

な
が
ら
、
不
正
を
再
発
さ
せ

な
い
よ
う
事
業
運
営
を
求
め

て
い
く
。

　

自
民
・
公
明
・
国
民
に
よ

り
、
民
営
化
法
一
部
改
正
案

が
提
出
さ
れ
継
続
審
議
と
な

っ
て
い
る
。
労
働
組
合
の
存

すべての争議の勝利・解決を!

訴
え
ま
し
た
。
ま
た
、
年
金
者

組
合
の
役
員
は
「
年
金
引
き
下

げ
違
憲
訴
訟
は
残
念
な
が
ら
全

国
で
１
事
案
を
残
す
の
み
と
な

っ
た
。
こ
れ
か
ら
は
争
議
を
支

援
す
る
側
に
立
ち
、
暮
ら
せ
る

年
金
実
現
へ
運
動
を
す
す
め
た

い
」
と
の
決
意
が
語
ら
れ
ま
し

た
。

　

争
議
団
・
争
議
組
合
の
訴
え

に
、
参
加
者
一
同
大
き
な
拍
手

で
応
え
、
す
べ
て
の
争
議
の
早

期
勝
利
解
決
へ
み
ん
な
の
力
を

合
わ
せ
て
奮
闘
し
よ
う
！
と
決

意
を
固
め
合
い
ま
し
た
。

　

J
A
L
争
議
団
J
H
U
（
被

解
雇
者
労
働
組
合
）
の
仲
間
、

関
西
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
京
都
訴

訟
の
原
告
、
京
都
市
の
不
当
労

働
行
為
救
済
を
求
め
て
た
た
か

う
福
祉
保
育
労
の
仲
間
、
年
金

引
き
下
げ
違
憲
訴
訟
を
た
た
か

っ
て
き
た
年
金
者
組
合
の
役

員
、
パ
ワ
ハ
ラ
、
不
当
解
雇
に

対
し
て
会
社
を
相
手
に
裁
判
で

た
た
か
う
J
M
I
T
U
の
仲
間

が
登
壇
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
た
た
か
い
の
現

状
を
報
告
し
、「
勝
利
に
向
け

て
大
き
な
支
援
を
」
と
力
強
く

　

非
正
規
労
働
者
の
雇
用
安

定
・
待
遇
な
ど
の
改
善
に
力

を
入
れ
て
い
る
。
無
期
雇
用

転
換
の
１
年
前
倒
し
に
成
功

し
５
年
目
か
ら
申
告
で
き

る
。
13
年
か
け
て
勝
ち
取
っ

た
。
65
歳
か
ら
70
歳
ま
で
の

雇
用
延
長
申
請
も
組
合
を
通

し
て
会
社
に
行
う
よ
う
に
認

め
さ
せ
た
。
均
等
待
遇
と
共

に
組
織
拡
大
に
つ
な
が
る
成

果
。
す
べ
て
の
ス
タ
ッ
フ
の

要
求
を
す
べ
て
取
る
姿
勢
で

た
た
か
う
。

新村 恭
代議員

公
契
約
問
題

ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
を

超
え
て
取
り
組
み
を出版労連

　

京
都
市
の
公
契
約
は
賃
金

下
限
条
項
が
な
く
、
改
善
課

題
が
あ
る
。

　

京
都
市
の
公
契
約
委
員
会

25
春
闘　
昨
年
の

回
答
を
上
回
る

千賀 一史
代議員

化学一般

　

ベ
ア
は
当
然
で
あ
り
大
幅

ベ
ア
獲
得
を
め
ざ
し
、
25
春

闘
の
要
求
基
準
を
引
上
げ

た
。
粘
り
強
く
交
渉
し
、
抗

議
行
動
も
辞
さ
な
い
構
え
で

交
渉
す
る
支
部
も
増
え
、
昨

年
回
答
を
上
回
っ
た
。
再
雇

用
者
の
賃
金
カ
ッ
ト
を
別
途

手
当
で
補
填
す
る
回
答
も
引

き
出
し
た
。
経
済
闘
争
の
み

な
ら
ず
、
安
全
衛
生
活
動
の

更
な
る
強
化
な
ど
大
衆
的
討

議
や
学
習
、
職
場
の
声
も
拾

い
上
げ
、
要
求
と
行
動
を
組

織
し
て
い
く
。

制
度
を
転
換

さ
せ
る
運
動
を

坂田 政春
代議員

京都医労連

　

25
春
闘
は
、
ア
ン
ケ
ー

ト
、
学
習
、
ス
ト
権
確
立
に

挑
戦
。
署
名
や
ス
ト
決
議
を

重
ね
、
統
一
行
動
で
は

S
N
S
発
信
や
「
ガ
イ
ア
の

夜
明
け
」
か
ら
注
目
を
集
め

た
。
そ
の
結
果
、
日
本
医
師

会
等
か
ら
も
財
政
措
置
を
求

め
る
声
が
相
次
ぎ
「
骨
太
の

方
針
」
に
処
遇
改
善
が
記

載
、
運
動
が
社
会
を
動
か
し

て
い
る
。
最
大
の
壁
は
診
療

報
酬
・
介
護
報
酬
の
低
水

準
。
制
度
を
転
換
さ
せ
る
運

動
が
不
可
欠
だ
。

組
合
員
に

寄
り
添
っ
た
活
動
を湯浅 剛

代議員

京都自治労連

　

京
都
市
職
労
中
央
執
行
委

員
長
に
就
任
し
た
。
ジ
ェ
ン

ダ
ー
平
等
を
活
動
の
中
心
に

据
え
た
い
。
国
で
は
月
例
給

平
均
１
万
５
千
円
引
上
げ
勧

告
。
全
世
代
の
引
上
げ
が
特

徴
も
物
価
上
昇
に
は
及
ば

ず
。
官
民
総
が
か
り
の
運
動

を
進
め
た
い
。

　

公
務
災
害
認
定
を
求
め
る

闘
い
で
は
、
署
名
等
の
協
力

の
も
と
逆
転
勝
利
。
当
事
者

の
「
組
合
が
あ
っ
て
よ
か
っ

た
」
の
声
を
確
信
に
組
合
員

に
寄
り
添
っ
た
活
動
を
進
め

る
決
意
だ
。

地
労
協
の
組
織
強
化
と

活
性
化
を

浅田 博
代議員

福知山地労協

　

福
知
山
地
労
協
20
年
の
様

子
は
加
盟
単
組
ほ
ぼ
か
わ
ら

ず
横
ば
い
も
単
組
構
成
人
員

が
減
少
。
定
年
に
よ
る
組
合

検
討
す
る
と
回
答
し
た
が
、

市
長
は
住
民
と
の
意
見
交
換

に
は
応
じ
な
い
と
の
態
度
を

表
明
し
た
。

学
習
と
地
域
の
団
体
と

共
同
の
運
動
を

西村 功
代議員

西右京地区労

　

毎
年
学
習
と
地
域
の
団
体

と
一
緒
に
運
動
を
進
め
て
い

く
こ
と
を
柱
と
し
て
進
め
て

い
る
。
北
陸
新
幹
線
の
学
習

や
宣
伝
も
参
加
し
、
洛
西
の

医
療
を
よ
く
す
る
会
の
健
康

祭
り
に
も
参
加
し
た
。
社
保

協
の
食
材
支
援
で
メ
イ
ン
相

談
会
に
も
積
極
的
に
参
加
し

て
い
る
。
質
問
と
し
て
、
地

区
労
協
に
出
来
る
限
り
の
支

援
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の

か
。
労
組
へ
の
働
き
か
け
が

弱
く
感
じ
、
顔
を
見
て
対
話

す
る
こ
と
が
大
事
。

祝
園
弾
薬
庫

大
型
火
薬
庫
新
増
設花田 善臣

代議員

相楽地労協

　

精
華
町
の
６
分
の
１
を
占

め
る
祝
園
弾
薬
庫
で
、
長
距

離
ミ
サ
イ
ル
を
保
管
で
き
る

大
型
火
薬
庫
を
14
棟
新
増
設

す
る
計
画
が
進
め
ら
れ
て
お

り
、
こ
れ
ま
で
に
３
０
０
億

を
超
え
る
予
算
が
つ
ぎ
込
ま

れ
て
い
る
。
住
民
説
明
会
を

求
め
て
き
て
、
よ
う
や
く
開

催
さ
れ
た
が
質
問
へ
の
回
答

は
文
献
調
査
済
み
と
か
軍
事

機
密
な
ど
不
誠
実
な
回
答
に

終
始
し
た
。
10
・
19
祝
園
全

国
集
会
を
開
催
す
る
の
で
、

ご
来
場
を
。

横
の
つ
な
が
り
生
か
し

共
同
を
広
げ
る

寒川 穂波
特別代議員

女性部

　

職
場
実
態
を
交
流
し
、
要

求
を
大
事
に
民
間
と
公
務
の

共
同
を
広
げ
運
動
を
進
め
て

要
求
実
現
の
た
め
に

仲
間
づ
く
り
運
動
を森脇 芳男

代議員

年金者組合

　

５
年
に
一
度
の
年
金
制
度

改
正
が
短
時
間
で
審
議
、
成

立
。
現
役
世
代
の
将
来
の
年

金
受
給
に
大
き
く
影
響
す

る
。
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド

の
廃
止
や
最
低
補
償
年
金
制

度
の
創
設
も
重
要
だ
が
、
改

悪
さ
れ
た
制
度
を
元
に
戻
す

要
求
運
動
も
重
要
。

　

補
聴
器
購
入
時
の
助
成
制

度
、
買
い
物
難
民
や
医
療
難

民
と
言
わ
れ
る
高
齢
者
の

「
足
の
確
保
」
の
問
題
な

ど
、
要
求
実
現
す
る
た
め
に

仲
間
づ
く
り
運
動
を
す
す
め

る
。

重村 周治
代議員

ト
ラ
ッ
ク
運
転
手
の

地
位
向
上
と

組
織
拡
大
め
ざ
し
て

建交労京都府本部

　

業
界
は
慢
性
的
な
人
手
不

足
。
安
全
基
準
を
守
り
物
流

の
効
率
化
・
賃
下
げ
な
し
の

労
働
時
間
短
縮
が
喫
緊
の
課

題
。「
貨
物
運
送
法
の
一
部

改
正
す
る
法
律
」
が
成
立
。

２
０
２
４
問
題
含
め
、
規
制

緩
和
か
ら
規
制
強
化
へ
潮
目

が
変
わ
っ
た
。

　

適
正
な
運
賃
、
賃
金
・
労

働
条
件
・
人
が
雇
用
し
や
す

い
業
界
改
善
に
向
け
て
実
効

性
あ
る
も
の
に
す
る
チ
ャ
ン

ス
。
ト
ラ
ッ
ク
運
転
手
の
地

位
向
上
、
組
織
拡
大
へ
。

京
都
地
裁
判
決
で

府
労
委
命
令
が
認
め
ら
れ
る

大西 謙
代議員

福祉保育労京都地本

　

学
児
裁
判
闘
争
は
、
７
月

24
日
に
京
都
地
裁
で
判
決
を

迎
え
た
。
コ
ロ
ナ
初
年
度
に

団
交
拒
否
さ
れ
、
５
年
以
上

が
経
過
し
て
い
る
。
京
都
地

裁
で
府
労
委
の
命
令
を
認
め

ら
れ
司
法
の
場
で
示
さ
れ

た
。
団
交
に
応
じ
る
べ
き
だ

が
、
市
は
拒
否
し
続
け
て
い

る
。

　

府
労
働
委
員
会
に
対
し
て

緊
急
命
令
の
申
し
立
て
求
め

る
要
請
署
名
に
取
り
組
む
。

学
児
支
部
で
は
仕
事
に
関
わ

る
取
り
組
み
か
ら
組
織
拡
大

を
進
め
て
い
る
。

大
き
な
一
歩
を

踏
み
出
せ
た
と
確
信中嶋 萌

代議員

全国一般

　

生
協
労
組
の
通
常
総
代
会

前
宣
伝
行
動
の
指
名
ス
ト
支

援
に
感
謝
。
ス
ト
に
参
加
し

た
若
い
労
働
者
は
「
労
働
組

合
で
団
結
し
て
や
る
と
き
は

や
る
ん
だ
と
い
う
意
思
を
見

せ
つ
け
ら
れ
た
。
味
方
が
多

い
と
実
感
で
き
た
」
と
感
想

を
述
べ
、
執
行
委
員
に
な
っ

て
く
れ
る
こ
と
に
。

　

組
織
を
変
え
る
た
め
の
大

き
な
一
歩
を
踏
み
出
せ
た
こ

と
は
確
信
に
。
労
組
に
結
集

す
れ
ば
行
動
に
移
す
こ
と
が

で
き
、
前
進
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

１
年
中

仲
間
増
や
し
に
尽
力菱山 充恵

代議員

京教組

　

３
月
ま
で
現
場
に
い
た

が
、
あ
ま
り
の
多
忙
さ
に
も

う
続
け
ら
れ
な
い
と
う
い
う

先
生
も
い
る
。
そ
の
中
で
給

特
法
が
動
き
出
す
こ
と
に
希

望
を
感
じ
た
が
、
現
場
の
実

態
を
変
え
る
も
の
で
は
な
か
っ

た
。し
か
し
、一
番
の
課
題
は

当
の
学
校
現
場
の
先
生
が
知

ら
な
い
こ
と
。
要
求
を
聞
き

な
が
ら
信
頼
関
係
を
築
く
青

年
も
い
る
。
教
職
員
紹
介
チ

ラ
シ
を
作
成
し
た
の
で
１
年

中
仲
間
増
や
し
に
尽
力
す
る
。

わ
が
こ
と
要
求
を

貫
い
て

平山 幸雄
代議員

京建労

　

秋
の
大
運
動
で
は
「
75
年

の
歴
史
分
断
で
は
な
く
連
帯

を
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、

基
礎
組
織
の
活
性
化
と
次
世

代
育
成
の
学
習
を
し
た
。
わ

が
こ
と
要
求
を
貫
き
、
消
費

税
５
％
減
税
と
イ
ン
ボ
イ
ス

制
度
の
廃
止
、
大
軍
拡
よ
り

暮
ら
し
に
ま
わ
せ
、
北
陸
新

幹
線
延
伸
反
対
、
建
築
国
保

の
予
算
要
求
確
保
、
紙
の
保

険
証
を
取
り
戻
す
運
動
を
す

す
め
、
組
織
拡
大
に
取
り
組

ん
で
い
く
。
知
事
選
勝
利
に

国
と
自
治
体
の
公
的

責
任
放
棄
を
許
さ
ず

た
た
か
い
抜
く

澤井 憲子
代議員

福祉保育労

学
童
保
育
児
童
館
闘
争
の

支
援
に
感
謝
す
る
。
福
祉
職

員
の
処
遇
に
国
や
自
治
体
が

関
与
・
支
配
す
る
場
面
は
多

く
公
契
約
だ
。
国
と
自
治
体

の
公
的
責
任
放
棄
を
許
さ
ず

た
た
か
い
抜
く
。
13
億
円
補

助
金
削
減
は
２
年
経
っ
た
い

ま
で
も
続
き
、
軒
並
み
給
与

表
改
悪
や
一
時
金
カ
ッ
ト
、

退
職
も
多
い
。
そ
の
中
で
の

京
都
市
長
選
は
で
き
る
こ
と

を
で
き
る
か
た
ち
で
、
み
ん

な
で
楽
し
く
で
き
た
。
ど
ん

な
「
保
育
」「
支
援
」
が
し

た
い
か
、
職
場
、
地
域
で
語

り
合
い
、
奮
闘
し
た
い
。

感
染
症
か
ら
府
民
の

命
守
る
に
は
圧
倒
的

に
人
手
不
足

塩見 正
代議員

京都医労連

医
療
・
介
護
現
場
で
は
新

型
コ
ロ
ナ
と
の
た
た
か
い
が

続
く
。
感
染
症
か
ら
府
民
の

命
守
る
に
は
圧
倒
的
に
人
手

不
足
。
そ
れ
が
最
大
の
教
訓

だ
。
医
師
・
看
護
師
を
増
や

す
方
向
に
向
い
て
い
な
い
こ

と
が
最
大
の
問
題
。
医
療
ひ

っ
迫
の
た
め
に
医
療
に
か
か

れ
ず
高
齢
者
施
設
や
自
宅
で

必
要
な
医
療
を
受
け
ら
れ
な

い
ま
ま
多
く
の
人
が
亡
く
な

っ
た
。
や
む
を
得
な
か
っ
た

で
は
済
ま
な
い
。
人
権
と
し

て
の
『
医
療
ア
ク
セ
ス
』
を

保
障
す
る
感
染
症
医
療
体
制

の
確
保
を
。

新旧役員一覧

奮
闘
し
た
い
。

厳
し
い
地
区
労
の
現
状
だ
が

将
来
展
望
は
あ
る

玉置 大介
代議員

北上地区労

　

役
員
の
な
り
手
不
足
や
後

継
者
の
不
足
、
高
齢
化
の
問

題
に
直
面
し
て
い
る
。
昨
年

西
陣
労
組
の
役
員
が
退
任

し
、
高
齢
化
で
次
の
後
継
者

が
担
え
て
い
な
い
。
将
来
展

望
が
真
っ
黒
か
と
言
わ
れ
た

ら
、
そ
う
じ
ゃ
な
い
と
私
は

思
っ
て
い
る
。
能
登
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
は
、
若
い
職
員
が

弱
音
も
吐
か
ず
に
活
動
し
、

意
義
を
理
解
し
た
の
で
は
な

い
か
。
聞
く
と
い
う
こ
と
が

大
事
だ
が
、
ど
う
相
手
に
刺

さ
る
か
が
大
事
。

労
働
組
合
の
役
割
を

学
ぶ
南
山
城
労
働
学
校

山中 敏行
代議員

宇城久地区労

　

自
治
体
選
挙
を
は
じ
め
、

南
山
城
メ
ー
デ
ー
や
ア
ス
ベ

ス
ト
支
援
、
南
京
都
病
院
の

ス
ト
ラ
イ
キ
に
も
参
加
し

た
。
千
原
眼
科
が
加
入
し

た
。
労
働
組
合
の
役
割
や
運

動
の
活
性
化
に
つ
い
て
秋
に

南
山
城
労
働
学
校
を
開
催

し
、
役
員
・
組
合
員
の
組
織

化
に
役
立
て
更
な
る
結
集
を

は
か
り
た
い
。
ま
た
、
潮
干

狩
り
も
開
催
す
る
。
城
陽
市

長
選
挙
が
明
日
投
開
票
。
市

会
議
員
の
補
欠
選
挙
も
同
時

に
開
催
さ
れ
て
い
る
。

最
賃
は
全
国
一
律
の

発
行
日
が
必
要

薬師寺 学
代議員

京都国公

　

今
年
の
京
都
府
の
最
賃
は

目
安
よ
り
多
い
、
64
円
で
例

年
よ
り
遅
い
11
月
21
日
発

効
。
答
申
の
中
で
税
の
減
免

な
ど
の
要
望
と
国
の
支
援
策

が
明
示
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と

に
遺
憾
を
表
明
し
た
。
一
定

評
価
は
出
来
る
。
し
か
し
、

全
国
的
に
も
発
効
日
は
半
分

以
上
が
10
月
１
日
以
降
で
、

発
効
日
を
遅
ら
せ
る
こ
と
に

よ
り
、
地
域
に
よ
っ
て
逆
転

す
る
こ
が
あ
り
、
矛
盾
し
て

い
る
。
全
国
一
律
の
発
効
日

が
必
要
。

非
正
規
公
務
員
の
実
態

山本 美佳
代議員

京都自治労連

　

京
都
市
は
会
計
年
度
任
用

職
員
の
一
斉
公
募
を
実
施
し

29
人
が
不
採
用
に
。
20
年
以

上
働
き
、
主
た
る
生
計
者
で

家
計
支
え
る
人
も
い
る
。
自

身
も
P
T
S
D
に
。

　

公
共
職
場
で
安
易
な
委

託
。
劣
悪
な
処
遇
、
使
い
捨

て
が
加
速
、
労
働
者
を
蔑
ろ

に
し
て
い
る
。

　

C
O
を
学
ぶ
ゆ
に
き
ゃ
ん

に
参
加
。
単
組
こ
え
た
チ
ー

ム
で
公
募
撤
廃
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
に
取
り
組
む
。
署
名
キ
ッ

ク
オ
フ
集
会
で
府
内
一
体
と

な
っ
て
パ
ワ
ー
を
集
中
し
た
い
。

厳
し
い
現
状
の

大
学
生
協

北尾 好雄
代議員

全国一般

　

全
国
一
般
は
い
ろ
ん
な
業

種
が
参
加
。
大
学
生
協
は
厳

し
い
状
況
。
コ
ロ
ナ
禍
で

は
、
大
学
に
生
徒
が
来
な
い

た
め
収
入
が
な
い
。

　

１
０
０
名
弱
、
正
規
職
員

は
辞
め
、
非
正
規
職
員
は
雇

い
止
め
に
。
そ
の
ま
ま
補
充

が
な
い
。

　

一
昨
年
か
ら
賃
金
体
系
を

変
え
た
い
と
理
事
会
か
ら
提

案
。
50
歳
代
で
月
10
～
15
万

削
減
さ
れ
る
。
自
身
は
会
社

で
は
一
番
古
株
だ
が
若
者
と

し
ゃ
べ
る
機
会
が
多
い
。
選

挙
の
関
心
も
高
い
。

き
た
。
女
性
の
就
労
者
が
増

え
た
が
、
半
数
以
上
は
非
正

規
雇
用
。
正
規
雇
用
は
30
歳

ご
ろ
が
ピ
ー
ク
に
急
降
下

し
、
出
産
後
に
パ
ー
ト
労
働

へ
移
行
せ
ざ
る
を
得
な
い
実

態
が
あ
る
。
賃
金
も
男
性
の

75
・
８
％
と
な
っ
て
い
る
。

単
組
の
女
性
部
と
い
う
横
の

繋
が
り
を
活
か
し
、
実
態
を

交
流
し
、
共
通
の
課
題
で
共

同
を
広
げ
た
い
。

青
年
は

楽
し
む
の
が
上
手

板井 冬星
特別代議員

青年部

　

私
た
ち
の
青
年
の
生
活
も

大
変
で
、
物
価
上
昇
が
止
ま

ら
ず
、
主
食
の
米
も
昨
年
の

２
倍
を
超
え
る
高
い
水
準
が

続
い
て
い
る
。
そ
ん
な
気
の

滅
入
る
よ
う
な
毎
日
で
も
青

年
部
は
楽
し
む
の
が
上
手
。

７
月
に
バ
レ
ン
タ
イ
ン
ぱ
ー

ち
ー
を
企
画
。
わ
た
か
け
も

６
年
目
に
な
り
、
看
板
企
画

と
な
っ
た
。「
青
年
部
が
ん

ば
っ
て
る
か
ら
行
っ
て
お
い

で
、
知
ら
ん
け
ど
」
と
緩
く

優
し
く
青
年
の
背
中
を
押
し

て
欲
し
い
。

最
も
大
事
な
課
題
は

最
賃
引
上
げ

山際 丈久
代議員

JMITU京滋地本

　

春
闘
は
、
J
M
I
T
U
全

体
で
平
均
５
桁
超
え
る
賃
上

げ
が
多
数
。
賃
上
げ
の
要
因

は
ス
ト
ラ
イ
キ
や
粘
り
強
い

交
渉
の
効
果
。
京
滋
で
は
２

支
部
分
会
の
み
。
物
価
上
昇

分
を
超
え
ず
、
支
部
分
会
間

の
格
差
、
非
正
規
労
働
者
は

賃
上
げ
対
象
外
と
す
る
課
題

も
。

　

秋
闘
は
働
き
方
や
職
場
環

境
改
善
を
重
視
す
る
た
た
か

い
。
最
も
大
事
な
課
題
は
、

最
低
賃
金
引
上
げ
。
時
給
１

９
０
０
円
以
上
め
ざ
す
運
動

を
連
帯
し
て
進
め
た
い
。

団結ガンバロー

ロビーで青年部が珈琲販売

新役員
議 　 　 長 梶川　　憲 京教組

副 議 長

池田　真人 全国一般
奥井　正美 福知山地労協
海藤巳希子 女性部
永戸　有子 京都自治労連
中野　宏之 京教組
村瀬　宏典 京建労
山本善五郎 JMITU

事 務 局 長 柳生　剛志 京都医労連

事務局次長
伊藤　修平 京建労
上野　広光 京都自治労連
林　　眞也 全国一般

常 任 幹 事

石川　晃之 合同繊維
岩井　史彦 北・上地区労
川口　孝男 建交労
北村　邦俊 JMITU
木守　保之 京都自治労連
佐々江洋志 私教連
澤井　憲子 福祉保育労
竹中　尚子 女性部
花田　善臣 相楽地労協
福水　　隆 化学一般
藤村　稔治 京都放送労組
藤原　敏秀 自立労連
矢野　芳彦 京都国公
山本　和夫 年金者組合
山本　太郎 京都医労連

会 計 監 査
小西　寿一 西右京地区労
田中　裕史 全印総連
都　　利一 郵政ユニオン

顧 問 吉岡　　勝
機関紙協会
京滋地本
理事長・事務局長

退任役員

副 議 長
福島　　功 京都自治労連
吉岡　　勝 福祉保育労

常任幹事

川下　貴恵 JMITU
佐々木重光 京都医労連
佐武　茂樹 綴喜地労協
中村　知彦 京都自治労連

会計監査 北村　弘司 宇城久地区労

争
議
争
議
のの
勝
利
解
決

勝
利
解
決
へへ
大
き
な
支
援

大
き
な
支
援
をを

す
べ
て
の
ス
タ
ッ
フ
の

要
求
実
現
め
ざ
し
て小泉 達郎

代議員

京都放送労組

【
文
書
発
言
】

●
南
地
区
労　

�

　

中
井 

慎
二
代
議
員   

　

「�

地
区
労
協
と
地
域
ユ
ニ

オ
ン
」

●
京
都
自
治
労
連

�

　

高
橋 

幸
信
代
議
員

　

「�

S
T
O
P
雇
止
め
！　

三
年
公
募
廃
止
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
に
つ
い
て
」

「対話と学び合い」仲間を増やし、「対話と学び合い」仲間を増やし、
�� 労働組合労働組合のの力力でで要求実現！要求実現！ユニオンユニオン

パワーパワー
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日常のひとコマ

日常のひとコマ

　　

大大 宣宣 言言会会

　私たちは、今年の臨時大会で「京都総評ジェンダー平等宣言」を採択しました。
　そして、この一年、「自分事の要求」を大切にし、「対話と学び合い」を通じて組合員の
主体性を高め、要求の求心力で仲間を増やし、団結を深め、要求実現をめざしました。そ
れらは、単産のストライキなどへの支援や、公務員賃金引上げをめざす官民総がかりのた
たかい、教職員の給特法改正に対する「せんせい増やそう」キャンペーンなどに結びまし
た。ストライキに立ち上がった生協労組の組合員は「改めて味方が多い心強い団体だ」と
確信し、公務災害認定を勝ち取った組合員は「組合に入っていてよかった」と語り、福祉
保育労学児裁判での勝利判決でも、いっそう団結を深める到達を築きました。
　25春闘では、昨年に続く8,000円台の賃上げを勝ち取りましたが、物価高騰を上回る賃
上げには程遠く、低額回答が続くケア労働者や抑制されている中高年層の賃上げなどの要
求実現へたたかいを強化する必要があります。最賃闘争では、３年連続で１万筆を超える
京都最賃署名が後押しとなり、中央の目安を１円上回る答申を引き出しました。あわせ
て、国に対して中小企業支援策の強化などを求める要望も積み上げました。今こそ、賃金
が上がる国をつくりましょう。
　26春闘に向けて「すべての労働者・国民の賃上げ・所得の大幅引き上げ」をめざし、官
民総がかりでの賃上げの好循環をつくりあげ、物価高騰を上回る大幅賃上げと京都での必
要最賃時給1,900円の実現で生活を改善させましょう。労働基準法の解体を許さず、働く
ルールの確立を勝ち取りましょう。公共の再生や社会保障の充実、年金制度の改善で安心
して暮らせる地域と社会をつくりましょう。
　今夏の参院選では、物価高騰への悲鳴に対する無策と裏金問題も抱える自民党政治に対
して審判が下り、与党が衆参両院で過半数割れとなりました。一方、改憲や排外主義を掲
げる勢力や与党を補完しようとする勢力の伸長で、世論と運動とのせめぎあいが強まる情
勢です。日本被団協がノーベル賞を受賞し、平和を求める世論が広がる一方、国内では大
軍拡が進んでいます。京都でも、祝園弾薬庫の増設や舞鶴基地の強靱化などが進められて
います。戦後80年・被曝80年、軍拡ではなく対話での国際平和を実現するため、憲法を守
り生かすたたかいに奮闘しましょう。
　北陸新幹線京都延伸計画の中止にむけて、府民との共同を広げ、来春の府知事選挙で決
着をつけましょう。
　いま、分断や自己責任が煽られるなか、連帯と共同を何よりも大切にする労働組合は、
職場や社会を変える希望です。このことを確信に、要求の実現と仲間づくりを進めること
を、すべての仲間に呼びかけます。
　以上、宣言します。

2025年９月６日
� 京都地方労働組合総評議会　第98回定期大会

　
「
活
気
が
あ
っ
た
頃
の
よ

う
に
、
み
ん
な
で
も
っ
と
怒

ら
な
い
と
…
」
と
い
う
、
閉

会
式
で
話
さ
れ
た
被
団
協
田

中
聰
司
さ
ん
の
言
葉
が
忘
れ

ら
れ
ま
せ
ん
。
核
兵
器
を
な

く
す
願
い
を
持
っ
て
た
く
さ

ん
の
人
が
集
ま
っ
て
い
る
け

れ
ど
、
そ
の
勢
い
は
戦
後
80

年
の
間
に
弱
く
な
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
。
だ
か
ら
こ

そ
、「
核
武
装
が
安
上
が
り
」

と
言
っ
て
憚
ら
な
い
政
治
家

が
出
て
き
て
し
ま
う
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。
節

目
と
な
る
こ
の
年
に
、
し
っ

か
り
気
を
引
き
締
め
な
い

と
！
と
思
い
ま
し
た
。

平
和
を
語
り
継
い
で

平
和
を
語
り
継
い
で

い
き
た
い

い
き
た
い

　
福
祉
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育
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福
祉
保
育
労
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子
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理
子     

　

被
曝
当
時
、
妊
婦
だ
っ
た

女
性
が
、
お
子
さ
ん
を
ガ
ン

で
亡
く
し
て
、
身
体
に
原
爆

の
傷
跡
を
抱
え
な
が
ら
、
先

に
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
子

ど
も
を
思
い
、
自
分
を
責
め

な
が
ら
生
き
て
い
る
と
い
う

話
を
聞
い
て
、
原
爆
は
そ
の

人
の
人
生
ま
で
も
壊
し
て
し

ま
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
し

た
。
辛
い
経
験
は
、
実
は
そ

う
簡
単
に
誰
か
に
話
し
た
い

も
の
で
は
な
い
か
も
し
れ
な

い
と
思
い
ま
し
た
。

　

日
常
か
ら
、
誰
か
ら
も
話

し
て
も
ら
い
や
す
い
雰
囲
気

を
心
が
け
、
い
ろ
ん
な
人
た

ち
と
つ
な
が
り
、
平
和
を
語

り
継
い
で
い
き
た
い
と
思
い

ま
し
た
。

加
で
学
ん
だ
こ
と
は
、
今
あ

る
生
活
は
当
た
り
前
で
は
な

く
、
尊
い
命
が
沢
山
失
わ
れ

て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と

い
う
こ
と
。

　

原
爆
で
一
瞬
に
し
て
多
く

の
命
が
奪
わ
れ
、
被
爆
し
た

方
も
心
と
身
体
に
大
き
な
傷

を
負
い
、
苦
し
み
続
け
た
。

そ
の
方
た
ち
が
同
じ
悲
劇
を

繰
り
返
さ
な
い
よ
う
に
と
活

動
を
続
け
て
く
だ
さ
っ
た
結

果
、
今
私
は
怯
え
る
こ
と
な

く
平
和
な
日
々
を
過
ご
せ
て

い
る
。
こ
の
こ
と
を
忘
れ
ず

こ
れ
か
ら
も
変
わ
ら
な
い
日

々
が
続
く
よ
う
自
分
事
と
し

て
出
来
る
こ
と
を
し
て
い
こ

う
と
思
い
ま
す
。

し
っ
か
り
気
を

し
っ
か
り
気
を

引
き
閉
め
な
い
と

引
き
閉
め
な
い
と

　
京
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組
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０
２
５
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世
界
大
会

世
界
大
会
にに
参
加
参
加
し
て
し
て

海
外
か
ら
の
参
加
者

海
外
か
ら
の
参
加
者

が
と
て
も
多
く

が
と
て
も
多
く
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史
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被
爆
80
周
年
と
い
う
こ
と

で
大
会
の
規
模
も
大
き
く
、

分
科
会
で
は
被
爆
者
本
人
の

話
を
交
え
な
が
ら
、
原
爆
の

悲
惨
さ
、
後
に
残
さ
れ
た
心

情
な
ど
貴
重
な
お
話
を
聞
く

こ
と
が
で
き
、
今
ま
で
以
上

に
熱
意
の
こ
も
っ
た
大
会
で

し
た
。
そ
し
て
こ
の
話
を
何

度
も
伝
え
て
い
く
こ
と
が
大

切
で
あ
り
、「
今
日
の
聞
き

手
は
明
日
の
話
し
手
」
と
い

う
語
り
継
い
で
い
く
こ
と
の

重
要
性
を
再
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

中
で
も
驚
い
た
の
は
海
外

か
ら
の
参
加
者
が
と
て
も
多

か
っ
た
こ
と
で
す
。
青
年
団

体
や
平
和
活
動
組
織
、
特
に

フ
ラ
ン
ス
か
ら
は
76
人
が
参

加
と
、
世
界
に
も
非
核
、
撤

廃
の
意
識
が
広
ま
っ
て
い
る

と
実
感
で
き
る
大
会
で
し

た
。
で
す
が
、
抑
止
力
と
い

う
名
目
で
核
兵
器
を
持
っ
て

い
る
国
で
あ
っ
た
り
実
際
に

使
用
を
行
っ
て
い
る
国
も
多

々
あ
り
、
完
全
撤
廃
に
は
ま

だ
時
間
が
か
か
り
ま
す
。

　

核
兵
器
は
本
人
の
未
来
を

奪
い
、
家
族
を
苦
し
め
る
悪

魔
の
兵
器
で
あ
る
と
い
う
こ

と
を
心
に
留
め
な
が
ら
こ
れ

か
ら
も
平
和
活
動
に
参
加
し

て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

今
の
生
活
は
決
し
て

今
の
生
活
は
決
し
て

当
り
ま
え
で
は
な
い

当
り
ま
え
で
は
な
い
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世
界
大
会
に
出
席
し
、
被

爆
者
の
実
体
験
か
ら
「
核
兵

器
は
存
在
そ
の
も
の
が
危
険

で
あ
る
」
と
学
び
ま
し
た
。

被
爆
者
は
広
島
・
長
崎
の
人

々
だ
け
で
な
く
、
開
発
に
関

わ
っ
た
人
々
も
ま
た
核
に
よ

っ
て
命
や
健
康
を
奪
わ
れ
た

と
聞
き
、
そ
の
影
響
の
広
さ

に
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。

　

近
年
、
争
い
の
抑
止
力
を

理
由
に
核
保
有
を
正
当
化
す

る
国
が
増
え
て
い
ま
す
が
、

そ
の
開
発
や
保
管
の
段
階
で

も
原
爆
と
同
様
の
被
害
が
起

こ
り
得
る
こ
と
を
忘
れ
て
は

な
ら
な
い
と
強
く
感
じ
ま
し

た
。

　

一
方
で
、
全
世
界
で
安
全

が
保
障
さ
れ
る
国
と
国
と
の

関
係
は
、
そ
う
簡
単
に
は
築

け
な
い
と
も
思
い
ま
す
。

　

仕
事
で
海
外
の
方
と
関
わ

っ
て
い
く
自
分
と
し
て
は
、

互
い
の
文
化
や
価
値
観
を
理

解
し
合
い
、
信
頼
関
係
が
少

し
ず
つ
で
も
深
ま
っ
て
い
く

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
３
日
間
を
通

じ
て
、
今
の
生
活
は
決
し
て

当
た
り
前
で
は
な
い
と
実
感

し
、
時
間
を
大
切
に
し
て
こ

れ
か
ら
も
生
き
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

事
実
を
知
っ
て

事
実
を
知
っ
て

も
ら
う
こ
と
が
大
切

も
ら
う
こ
と
が
大
切

　　
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ

Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ

��

宮
崎
宮
崎  

広
成
広
成

　

今
回
組
合
の
活
動
と
し
て

初
め
て
原
水
禁
大
会
に
参
加

し
ま
し
た
。
一
日
目
は
核
兵

器
の
危
険
性
を
被
爆
者
の
田

中
て
る
み
さ
ん
に
お
話
を
し

て
頂
き
ま
し
た
。
と
て
も
悲

惨
な
話
を
実
際
に
お
聞
き
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
私

は
広
島
・
長
崎
の
事
に
つ
い

て
は
学
校
の
授
業
で
学
ん
だ

く
ら
い
で
あ
り
、
実
際
に
資

料
館
に
参
加
し
た
り
お
話
を

ど
、
耳
を
塞
ぎ
た
く
な
る
よ

う
な
経
験
を
さ
れ
た
こ
と
を

改
め
て
知
り
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
平
和
公
園
、
原

爆
資
料
館
、
軍
艦
島
周
遊
に

行
き
ま
し
た
。
平
和
公
園
と

原
爆
資
料
館
で
は
８
月
９
日

に
落
と
さ
れ
た
原
爆
の
威

力
、
悲
惨
さ
を
改
め
て
痛
感

し
ま
し
た
。

　

軍
艦
島
に
上
陸
は
で
き
な

か
っ
た
が
、
代
わ
り
に
近
く

の
高
島
に
上
陸
し
模
型
を
見

な
が
ら
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

３
日
目
は
集
会
の
方
に
参

加
し
、
海
外
の
方
の
お
話
を

聞
き
、
核
兵
器
を
持
っ
て
は

い
け
な
い
、
と
訴
え
て
い
る

の
が
被
爆
国
で
あ
る
日
本
だ

け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
が

わ
か
っ
た
。

　

今
回
の
原
水
禁
大
会
の
参

う
か
と
い
っ
た
気
持
ち
に
な

り
ま
し
た
。

　

私
が
出
来
る
こ
と
と
し

て
、
ま
ず
は
こ
う
い
っ
た
事

実
を
人
々
に
知
っ
て
も
ら
う

事
が
大
切
で
あ
る
と
思
い
ま

し
た
。
そ
の
た
め
、
今
回
自

分
が
見
聞
き
し
た
事
を
職
場

の
人
達
に
伝
え
る
事
を
自
分

の
中
で
出
来
る
活
動
と
し
て

行
お
う
と
思
い
ま
す
。

自
分
と
し
て

自
分
と
し
て

出
来
る
こ
と
を

出
来
る
こ
と
を
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初
日
は
被
爆
者
の
方
か
ら

原
爆
が
落
と
さ
れ
た
時
の
こ

と
、
被
爆
後
の
悲
惨
さ
の
話

を
聞
き
ま
し
た
。
目
の
前
で

人
が
亡
く
な
っ
た
こ
と
や
、

大
量
の
ご
遺
体
を
見
た
な

聞
い
た
事
が
今
ま
で
な
か
っ

た
の
で
す
が
、
実
際
に
資
料

を
見
て
、
お
話
を
聞
い
て
み

る
と
人
々
が
受
け
た
被
害
の

様
子
が
資
料
と
し
て
見
る
こ

と
が
で
き
、
原
子
力
爆
弾
と

い
う
の
は
と
て
も
非
人
道
的

で
あ
り
危
険
で
あ
る
と
感
じ

ま
し
た
。

　

今
現
在
、
ア
メ
リ
カ
を
含

め
９
つ
の
国
が
核
を
保
有
し

て
い
ま
す
。
核
の
抑
止
力
に

核
を
用
い
て
い
る
現
状
を
打

破
す
る
の
は
簡
単
な
こ
と
で

は
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
そ

れ
を
実
現
に
向
け
核
兵
器
禁

止
条
約
を
締
結
す
る
な
ど
実

現
に
向
け
て
進
め
て
い
る
皆

様
方
の
お
話
を
聞
き
、
こ
ん

な
に
も
努
力
し
て
い
る
人
達

が
い
る
の
に
自
分
た
ち
に
で

き
る
こ
と
は
何
か
な
い
だ
ろ

し
っ
か
り
気
を

し
っ
か
り
気
を

引
き
閉
め
な
い
と

引
き
閉
め
な
い
と
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戦後戦後8080年年
被ばく被ばく8080年年のの節目節目


